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書評：岡野浩・小林英幸　編
『コストデザイン：トヨタ／研究者の実践コミュニ
ティ理論』大阪公立大学共同出版会（2015年）

　

徐　　智　銘
　
＜要　　約＞

　本稿は岡野・小林（2015）についての書評である。原価企画の概念を解説しながら、同書の背

景および問題意識・概要を説明したうえ、4 つの特徴を提示する。一方、本稿は原価企画研究や

製品研究開発に関連する代表的な文献も一部紹介し、岡野・小林（2015）の課題を提示する。
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本書の背景・問題意識

　岡野氏と小林氏が編著した『コストデザイン：トヨタ／研究者の実践コミュニティ理論』（「本

書」「同書」と略称」）は原価企画の理論的・実務的背景において重要な一冊である。「原価企画

（Target Costing；Target Cost Management）」1）は「製品開発の初期段階からコストを作りこむ」

（加登，1993，はしがき）ことを指し、日本企業における原価管理活動の代表的なテーマであ

る。日本で原価企画活動の源流は、VE 2）が米国より導入された 1960 年代に遡ることができ

（Okano and Suzuki, 2007; 田中，1995）、トヨタ自動車は同時代に原価企画を同社における原価

1）　原価企画の定義は多様であるが、「製品の企画・開発にあたって、顧客ニーズに適合する品質・価
格・信頼性・納期等の目標を設定し、上流から下流に及ぶすべてのプロセスでそれらの目標の同時的
な達成を図る、総合的利益管理活動」（日本会計研究学会，1996，109 頁）と定義することは代表的で
あろう。

2）　Value Engineering。その定義は多様であるが、日本会計研究学会（1996，111 頁）により、代表的
な定義は「最低のライフサイクル・コストで、必要な機能を確実に達成するために、製品やサービス
の機能分析に努力を注ぐ組織的努力」である。
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管理の 3 本柱（原価維持、原価改善、原価企画）の 1 つに位置付けをはじめとして「原価企画」

という用語が始まりと指摘されている（Okano and Suzuki, 2007; 日本会計研究学会，1996）。「顧

客ニーズにあった製品開発」、「品質の向上」、「新製品のタイムリーな導入」を主要目的とする日

本企業の原価企画活動（加登，1995）は 90 年代以降世界の学界から注目を浴びた（Monden and 

Hamada, 1991; Kato et al., 1995; Tani et al., 1994; Tani, 1995）。最近の管理会計実態調査により、

日本企業における原価企画の高い普及率も確認されている 3）。

　日本の製造企業における優れた原価企画活動の実践およびその裏にある理論を理解しようとす

れば、本書は不可欠であろう。「これまで原価企画研究は主に日本の会計学研究者を中心として

なされてきたこともあり、主に経理部の実践から記述されることが多かった」（同書，序章）。研

究者と実務家の執筆陣を有している本書は、原価計算実務の説明や原価企画事例の蓄積に取り組

むではなく、製品企画・デザイン・設計という研究開発プロセスに焦点が当てられている。とり

わけ、原価企画関連部署は如何に「「廉価」な「良品」を開発し、価格競争力を確保する」（同

書，序章）のかについて、実践知で解説している。

本書の概要・特徴

　本書は大学の教材として企画され、文系（例えば、管理会計学）から理系（例えば、自動車工

学関連講義）まで幅広い学生を対象としている。

　同書の概要について、「製品企画」、「デザイン」、「設計」、「原価企画」という研究開発プロセ

スに基づいてそれぞれ 4 つのパート（Part）で構成し、各 Part は「Text」、「Case」、「Column」、

「Reading」を含めている。Text と Case はトヨタ自動車のエンジニアやデザイナーからの聞き

取りの内容に基づいて岡野氏が執筆し、Column はトヨタの技術スタッフ（製品企画本部チーフ

エンジニア、デザイン本部常務理事、ボデー技術領域担当常務理事、製品原価企画室長など）、

Reading は大学や研究所に所属している研究者が執筆している。Text は各 Part のテーマにおけ

る重要概念・プロセス・歴史、Case はトヨタの代表的な車種の開発経緯・原価企画活動の内容、

Column はトヨタの技術スタッフの実践や経験に基づく知見、Reading は原価企画の重要概念・

学術研究の潮流・原価企画の海外展開の現状を解説している。

　本書は以下のような 4 つの特徴を有するだろう。

　第 1 に、質的・量的にもバランスが良く、大学講義のテキストやゼミナールの補足的資料とし

て活躍できる。原価企画の仕組みにおける鍵概念の記述が基本的に漏れなく分かりやすく説明

し、実際の設計図やデザインのシーンなど現場像を見る機会が少ない学部生や専門技術者以外の

3）　例えば、吉田 他（2015）の郵送質問票調査により、東証上場製造企業 130 社（東証上場一部 847 社
を対象）のなか、原価企画の利用企業は 107 社（利用率 82.3%）である。
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読者にとって、退屈せずに読める書籍であろう。一方、より深く勉強・研究する方にとって、本

書の各 Part に記載されている参考文献リストは有益であろう。

　第 2 に、同書の構成は研究開発プロセスを 4 部分で大別し、解説しているため、大学教育にお

いて研究開発活動の知識の普及にも貢献がある。原価企画に関する専門書や研究書の内容構成

は、原価企画の歴史的展開・基本概念・技法（Ansari et al., 1997；加登，1993；田中，1995）、

原価企画活動の組織的側面や海外展開（岡野，2002；谷，1997）、原価企画の効果・逆機能（吉

田，2003）をめぐって展開されている。本書の構成は教科書として研究開発のプロセスをわかり

やすく提示しながら、従来の原価企画の専門書と研究書で重要視された内容も一部取り上げてい

る。管理会計のみならず、実学志向の学部講義に対する啓発的な構想であろう。

　第 3 に、本書を通じて、管理会計教科書や経営学の教科書で詳しく解説されていない概念およ

び学術研究による新たな知見を理解できる。例えば、製品企画における主査制度 4）の内容やデザ

イン・設計・車両評価の流れ（Part 1）、デザイン段階での目標予算への調整の実践（Part 2）、

設計業務と品質管理の関係性（コストと品質の両立）の実務的考え方（Part 3）、原価企画の要

点・海外展開の実態・原価企画のダイナミック・ケイパビリティの研究潮流（Part 4）を把握で

きる。

　第 4 に、編集者の両氏の経歴・業績から見れば、原価企画関連の書籍において貴重なコラボレ

ーションであろう。岡野氏は研究者として原価企画に関する多数の学術成果（Ansari et al., 

2007; Okano and Suzuki, 2007; 岡野，2002）を発表するとともに、日本国内にも国際的にも原価

企画研究を先導している学者の一人である。小林氏は 1980 年代からトヨタ自動車に入社し、同

社では内装設計、製品企画を経て 2001 年より原価企画担当となり、米国で合計 7 年間の勤務を

経験している。小林氏は実務家として MBA を取得し、2010 年から名古屋工業大学非常勤講師

として原価企画関連講義も開講している。

本書の課題

　本書の課題は以下のように考えられる。

　第 1 に、教科書として、学習目標や知識把握の難易度を提示していない。自動車技術関連の専

門用語で解説する箇所が多く存在し、可能な限り丁寧に説明する工夫が見られるが、学生の予習

や独学に負担が大きいかもしれない。加えて、本書の 4 つの「Part」を如何に講義期間で分ける

のかは難しいだろう。

　第 2 に、他分野・領域の製品研究開発に関する理論を如何に応用するのかについて深く説明さ

4）　最近、トヨタ主査制度は同社のほかの実務家にも詳細に紹介されている（例えば、安達，2014）。
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れていない。例えば、本書の Part 2 で検討した部品のデザインの実務を如何に理解するのかに

ついて、自動車産業における組織能力と深く関連する製品アーキテクチャ論（Clark and 

Fujimoto, 1991）やラグビー方式の製品開発（Imai et al., 1985）からの視点を読み手に提供して

いない。

　第 3 に、本書は現場の具体的な内容が盛り上がっているため、組織全体レベルの経営管理から

のアプローチが薄くなっている。例えば、新製品の研究開発における目標の設定と業績の評価

（マネジメント・コントロール）は管理会計研究で重要な課題であり、目標達成度のチェックや

厳格な原価目標はどのように研究開発の業績に影響を及ぼしているのかについて、実証的に検討

されている（Davila, 2000; Gopalakrishnan et al., 2015）。それに対して、本書において研究開発

チームに与える予算目標（Part 2）や品質業績目標（Part 3）は組織の事業戦略とどのような関

係性があるのかについて、詳しく紹介されていない。

　以上のような課題があるものの、前述した本書の目的や特徴という点で、同書の学術的・実務

的貢献は大きい。管理会計学を専門領域とする筆者は、同書を拝読し、日本の製造業の底力につ

いて再度感銘と良き刺激を受けるとともに、このような素晴らしい書籍を原価企画ないし管理会

計領域のみならず、経営学の全般領域で絶えなく輩出することを願いたい。
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